
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立大宮西小学校 ）     学校番号 ６５                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
○自分と共に他の人を大切にする学校（自他共愛）   ○安全で楽しく秩序ある学校 
○当たり前のことを当たり前に行う学校（凡事徹底） 

       

          

重 点 目 標 

１ 学びの自律、個別最適化の深化に向けた情報端末の活用と授業実践 
２ 安心・安全な学校づくりに向けた生徒指導・教育相談体制の充実と交通安全教育の推進 
３ コミュニティ・スクールとしての成熟から進化に向けた方策の共有と行動 
４ ＩＣＴ技能・活用能力向上に向けた教職員研修の充実と教科担任制全面実施に向けた検証 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月２０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査では

埼玉県の平均に近い結果となっているが、国語科

では県の平均をやや下回る結果である。 

○市の学習状況調査において、学習に対する関心・

意欲・態度に関する質問に肯定的な回答をした児

童の割合は、市平均と比べ理科・社会で高く、国

語・算数・ＧＳで平均に近い結果となっている。 

〈課題〉 

○全国学力・学習状況調査の結果分析から、特に国

語の「記述式」の問題形式の正答率に課題があ

り、「書く力」を育てる必要がある。 

○基礎的な知識及び技能の定着に課題があり、学校

で繰り返し学べる機会をつくっていく必要があ

る。 

○算数の思考力・判断力・表現力に課題が見られる

ので、「主体的・対話的で深い学び」のある授業

を実践していくことが課題である。 

・学びの自律

と個別最適

化の深化に

向けた情報

端末の活用 

 

 

 

 

 

①国語、算数について、タブレット端末を授

業、家庭学習で活用し、児童の学習への取

組状況・つまずきを確認し、個別最適な学

習ができるようにする。 

②全国学力・学習状況調査について、児童が

自己採点を行い、その結果を情報端末上の

シートに入力し、さらに担任からポイント

となる点を指導することで、児童が自らの

学習状況を把握できるようにする。 

③学習状況調査の結果から、「表現力」に関する

状況を分析するとともに、市教委による学力向

上カウンセリング研修を受けることで、授業改

善を行い、児童の表現力向上を図る。 

①タブレット端末を活用した家庭学習が位

置付けられたか。 

②児童が自己採点の結果を基に、自らの学

習状況をつかみ、目標を立て、達成に

向けて行動できるようになったか。学

習相談室利用児童の９０％以上が、利

用前よりも利用後の方が、「分かるよ

うになった」と回答したか。 

③調査結果の分析や学力向上カウンセリン

グ研修を踏まえ、授業改善の視点、手

立てを設定する事ができたか。 

①宿題や長期休業中の課題をタブレット端

末の活用により実施する事ができた。 

②児童が調査結果や、自分の課題を把握す

る時間を作り、課題克服のための学習の

時間と場を設定した。学習相談室利用者

の９１．７％が利用後のアンケートを

「分かるようになった」と答えていた。 

③調査問題を教員が解くことや、児童の結

果から見えた課題について検討する時間

を校内研修に位置付け、児童に寄り添う

学習につなげた。 

Ｂ 

○「書く力」「伝える力」の向上に向けた授

業展開の工夫とタブレット端末の有効活用

についての検証を行い、教員の授業力、児

童の学力の向上に努める。 

〇学習相談室や朝自習等を活用し、学習をす

る場や振り返る機会を設ける。サポート教

員として保護者・地域の方にも協力を依頼

していく。 

〇家庭学習が計画的に行われているかのアン

ケート結果で肯定的な評価が４８．２％と

いう結果を受け、基礎・基本の定着に向け

て、児童が自主的に取り組めるよう家庭と

もより連携を図っていく。 

 

・教員の資質向上に向けた研修につ

いては、他校や他の教員の授業を見

るなど、様々な方法で実施してもら

いたい。 

・児童に自信を持たせられる授業展

開をお願いしたい。学習に自信が持

てれば、意欲的に取り組む姿につな

がると考える。 

・「伝える力」への課題は大きい

が、今の学びが日常生活に結び付け

られるようにしていくことが大切だ

と思う。 

・自分で考えさせ、実行させること

を学習でも位置付けてもらいたい。

目標に向かって、自分でこうしてい

きたいというより具体的な手立てを

考えていく力も児童に身に付けさせ

ていってほしい。 

・児童が主体

的に学ぶ授

業の構築に

向けた授業

実践 

①ＩＣＴとコーチングを活用し、児童が

主体的に学ぶ授業を展開する。 

②教育委員会指導主事を招聘して、算数

科の研究授業・協議会を実施し、「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向

けた校内研修を実施する。 

①学校自己評価に係る教員アンケートにおい

て、「児童が主体的に学ぶ授業を実践する事

ができた」と回答する教員の割合が８０％以

上となったか。 

②学校評価アンケート（児童）において「進ん

で楽しく学習している」と回答した児童の割

合が９０％以上となったか。 

①コーチングの視点を生かし、児童の声を大切に

する授業実践を展開したことで、アンケート結

果は肯定的な回答が９３．３％であった。 

②コロナ禍での配慮をしながらの実施となった

が、多くの授業・行事を工夫しながら実施して

きた。アンケート結果は肯定的な回答が９１．

０％であった。 

Ｂ 

〇学校ならではの学びのよさ・楽しさ

を伝える授業展開の構築に向けて、

教員の資質向上に向けた研修を実施

する。 

〇タブレット端末の有効活用を含めた

授業方法の工夫・改善を図る。 
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〈現状〉 

○学校評価において、「学校生活が楽しい」と回答

した児童は、９割以上であった。 

○昨年度のいじめ認知件数１７件、不登校児童１７

名であった。 

○通学路の危険個所の要望を提出するための調査を

実施した。 

〈課題〉 

○様々な事情で児童の心身への影響が出ていることから言

動が荒くなったり、欠席が続いたりしているため、一人

ひとりの状況・家庭環境を把握し、組織的な支援・相談

体制づくりが課題である。 

○通学路について、保護者・地域との連携のもと、警察等

への要望を継続するとともに、児童への安全指導を徹底

し、自ら危険を予測、回避する力をはぐくむことが課題

である。 

・安心・安全

な学校づく

りに向けた

生徒指導・

教育相談体

制の充実 

 

①教育相談に関わる校内委員会では、Ｉ

ＣＴを活用し、常に最新の情報を確

認する。データの蓄積により、児童

の状況を継続して把握し、対応を考

えていけるようにする。 

②児童向けアンケートを紙だけでなく情

報端末を活用して実施し、早期に集

計、分析をし、支援、相談を行う。 

①学校自己評価に係る教員アンケートにお

いて、関連する項目の肯定的な回答の割

合が９０％以上となったか。 

②学校自己評価に係る児童アンケート、保

護者アンケートにおいて、関連する項目

の肯定的な回答の割合が９０％以上とな

ったか。 

 

①教育相談については、データの蓄積によ

り、対象児童への対応の仕方を全教職員

で把握する事ができ、対応についても組

織的に取り組んできた。アンケート結果

は肯定的な回答が９６．７％であった。 

②児童アンケートの結果は、７５．２％、

保護者アンケートの結果は、９５．１％

であった。 

Ｂ 

〇相談できる体制づくり、教職員のカウンセ

リングマインドの向上のため、研修に取り

組む。話を聴くことができる教職員を目指

し、児童・保護者が悩みや困ったことがあ

ったときに相談できる学校を目指す。 

〇実態把握に加え、その後の対応についても

実施例を蓄積し、学校として対応力の向上

に努める。 

 

・教育相談についてのアンケー

ト結果より、児童の数値が低い

ことへの検証をするとともに、

児童に寄り添う相談体制、教員

の資質の向上をお願いしたい。 

・児童の特性を考慮した対応、

家庭からの要望が増えている現

状から、組織としての対応をよ

り強化していってもらいたい。 

・交通安全に対して、子ども目

線で安全会議を行っていくこと

はとても有効である。さらに班

長の役割について、歩き方や歩

くスピード等について具体的に

示し、班長の意識を高めたい。 

・学校、保護

者、地域の

連携による

交通安全教

育の推進 

 

①通学路に関する課題の解決に向けて、

児童自らが交通安全への意識改革を

行えるよう安全会議を開催する。 

②学校運営協議会との連携も図り、保護者・

地域・学校が交通安全教育に関して話し合

う場を設け、アンケート調査を実施し、結

果を共有できるようにする。 

①安全会議を実施し、安全な登下校の実現

に向けてのスローガンを作成することが

できたか。 

②学校評価アンケート（児童）において

「学校の中や登下校で、安全に気をつけ

ている」と回答する児童の割合が９０％

以上となったか。 

①安全会議を実施し、児童の声を吸い上

げ、安全への対応について話合いを継続

している。スローガンについては、３月

までに作成予定。 

②児童アンケートの結果は、肯定的な回答

が９５．９％であった。 

 

Ｂ 

〇子ども主導の安全意識の向上に向けて、引

き続き自分事として捉えられる働きかけを

実施していく。（子ども安全会議の継続、

子ども発信の安全対策） 

〇児童の安全への意識と実際の行動とに差が

あるため、意識だけでなく、行動に移せる

児童の育成を図る。 
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〈現状〉 

○昨年度、学校運営協議会準備委員会を設置し、熟

議を重ね、学校、家庭、地域でやるべきことの意

識化を図り、組織体制を構築した。 

〈課題〉 

○学校運営協議会を立ち上げ、児童に育てたい力

や、その実現に向けた具体的な方策について熟議

し、継続的な行動に向けた一歩を踏み出すことが

求められる。 

・育てたい児

童の姿を地

域全体で共

有するため

のＩＣＴ活

用、教育活

動の公開 

①ＨＰに、学校運営協議会の情報を発信

するページを作成し、目指す児童の姿

等を広く共有できるようにする。 

②児童の姿を見てもらえるように、コロ

ナ禍であるが、対策を適切に取りなが

ら、学校行事の積極的な実施・公開を

進める。 

①学校自己評価に係るアンケートで「コミ

ュニティ・スクールの一員として目指す

児童の姿を共有できた」と回答する割合

が８０％以上となったか。 

②学校自己評価に係るアンケートで「児童

の成長に対する関心が高まった」と回答

する割合が８０％以上となったか。 

①②ともに、アンケート結果は、肯定的な

回答が１００％であった。しかし、「そう

思う」の答えた割合は、①３０％、②５

０％であり、学校の情報を伝える、保護

者・地域との連携をさらに図ることが必要

であると考える。 

Ｂ 

〇ＨＰを有効活用できなかったため、更新頻

度の見直しを図るなど情報発信を積極的に

行っていく。 

〇コロナ禍での教育活動であり、学校の様子

を見ていただく機会が減少してしまった。

次年度は来校いただく機会の検討を行うと

ともに、学校発信の情報提供を強化する。 

 

・HP の運用について、担当のみ

でなく誰もが更新できるように

することがまず必要であろう。 

・PTA の HP も学校のものと一

緒にし、見る側が 1 つを見れ

ば、学校・PTA の両方の情報が

得られるようにしていけたらよ

りよいと思う。 

・「潤い自然園」は、四季を感

じることができるよう通路の整

備をお願いしたい。 

・学校の安全確保のため、学校

警備員の一日対応をお願いした

い。 

・「大宮西小コ

ミュニティ・

スクール成長

プ ラ ン （ 仮

称）」の策定

と行動 

①「潤い自然園」の整備を計画的に進

め、SDGs と関連付け、児童の探求的

な学びを実践できるようにする。 

②通学路の課題に向けたプランに基づ

き、具体的な方法を定め、学校と保護

者、地域と協働した取組を始める。 

①「潤い自然園」が、日常的に授業で活用

できる環境となったか。 

②学校、家庭、地域が協働し、通学路の課

題解決に向けた取組を実施する事ができ

たか。 

 

①自然園を日常的に活用できる環境にする

ため、児童発信で「潤い自然園プロジェク

ト」が進み、次年度以降も継続する取組と

しての位置付けができた。 

②通学路の問題解決に向けて、危険個所に

ついて学校・保護者・地域の連携のもと検

討を重ねることができた。 

Ｂ 

〇６年生を中心として、自然園の環境

整備を継続する。保護者・地域の方

の協力を依頼し、３者による環境整

備に取り組んでいく。 

〇「通学路点検」「地域の声を聴く」

などをとおして、３者による子ども

たちの安全確保に努める。 
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〈現状〉 
○ＩＣＴの活用について、授業実践をした中で、有効な手

立てとなった活用法を、エバンジェリストが中心とな

り、研修を重ねてきた。 

○昨年度、第６学年で教科担任制を実施し、実施した教科

についての成果と課題について確認をする事ができてい

る。 

〈課題〉 
○ＩＣＴの活用について、教員間の技能、活用能力の差を

なくし、全ての教員が学び続けられる環境づくりが求め

られる。 

○高学年での教科担任制実施から見えた課題を洗い出し、

より効果的な、さらに教員の資質向上につながる実施に

向けて検証することが課題である。 

・ Ｉ Ｃ Ｔ 技

能・活用能

力 向 上 研

修、教科担

任制検証委

員会、授業

改善 

 

 

 

①タブレット端末を活用した授業実践、

スタディサプリを活用した個別最適な

学習の推進に向けて、エバンジェリス

トによる研修会・情報伝達を毎月実施

する。 

②教科担任制の実施で見えた成果と課題

を分析し、検証委員会を実施する。 

③全教員が年間１回以上授業を公開し、

校内においてＯＪＴを実施する。授業

改善に向けた資料、データの蓄積を

し、活用できる環境を整える。 

①全ての教員が「主体的・対話的で深い学

び」の実現を目指し、日常的にＩＣＴを

活用する状況になったか。 

②令和５年度全面実施の教科担任制に向け

た時間割作成、教材の整備が完了した

か。 

③教員が授業改善に役立てることができる

環境が整ったか。 

 

①学校評価アンケート（教職員）結果で

は、タブレットを効果的に活用した学習

を実施したと９６．７％が肯定的に答え

ている。また、同アンケート（児童）に

ついても「授業を通して理解が深まっ

た」の項目に９３．２％が肯定的に回答

をしていた。 

②今年度実施分を受け、検討委員会を実施

し、次年度実施案の作成は完了した。 

③教員の ICT研修の実施により、全教員が

タブレット端末を活用した授業を展開で

きた。 

Ａ 

〇エバンジェリストを中心としたＩＣ

Ｔを活用した授業づくりや教員のス

キルアップに向けた研修の実施を継

続する。 

〇教科担任制の成果と課題の検証を学

期ごとに行い、改善案を立てる。 
 

・ICTの活用については、引き

続き教員の研修を進め、活用に

向けてさらなる充実を図っても

らいたい。 

 


